
平成３０年度事業報告書
（平成３０年７月１日から平成３１年３月３１日まで）

特定非営利活動法人おっちラボ

１ 事業年度内の理事会・総会開催概要
①理事会
・平成３０年９月２２日

開催場所：三日市ラボ（雲南市木次町木次２９; 以下同）
出席者数：理事３名、監事１名 （理事人数 ４名）
議決事項の概要：第５期事業報告及び収支決算について

理事候補の選任について
監事候補の選任について
定時社員総会の招集について

・平成３０年９月２８日
開催場所：三日市ラボ

出席者数：理事３名（うち表決委任者１名）、監事１名 （理事人数 ３名）
議決事項の概要：代表理事・副代表理事の選定

役員の職務と報酬について
事務局の組織及び運営

その他、第７期事業方針について意見交換

・令和元年５月２３日
開催場所：三日市ラボ

出席者数：理事３名、監事１名 （理事人数 ３名）
議決事項の概要：第６期事業報告及び決算について

第７期事業計画及び予算案について
定時社員総会の招集について

②総会
・平成３０年９月２８日
開催場所：三日市ラボ
出席者数：９名（うち表決委任者２名）／正会員数 １１名
議決事項の概要：事業報告及び決算について

定款の変更について
理事の選任について
監事の選任について

・令和元年５月２９日
開催場所：三日市ラボ

出席者数：８名（うち表決委任者２名）／正会員数 １１名
議決事項の概要：第６期収支決算について

２ 事業の概要および成果
別紙参照



３ 事業の実施に関する事項
①特定非営利活動に係る事業

事業名
実施
場所

事業実施の期間
（契約期間）

従事者数
受益

対象者数
事業費

(単位：円)

課題解決型
人材育成・
確保事業

雲南
市内

H30.4.6～H31.3.31 ４名 ６０名

経常収益

16,123,603
経常費用

▲17,673,967
収支合計

△1,550,364

Career for
事業

雲南
市内

H30.4.1～H31.3.31 ２名 ２０名

経常収益

1,461,385
経常費用

▲3,333,344
収支合計

△1,871,959

コミュニティ

ナース事業
雲南
市内

H29.12.6～H31.3.31 ３名 １０００名

経常収益
11,201,680

経常費用
▲9,120,679

収支合計

2,081,001

以上のほか、次の事業を実施した。

視察事業 研修事業

経常収益 525,200 1,742,245
経常費用

(人件費除く) ▲0 ▲1,134,625

収支合計 525,200 607,620

②その他事業

事業名
実施
場所

事業実施の期間
（契約期間）

従事者数
受益

対象者数
事業費

(単位：円)

三日市ラボ
管理事業

雲南
市内

H30.4.1～H31.3.31 １名 ３００名

経常収益

456,500
経常費用

▲29,644
収支合計

△426,856

以上のほか、次の事業を実施した。



商品販売事業

経常収益 85,800
経常費用

(人件費除く) ▲116,495

収支合計 △30,695

別紙

特定非営利活動法人おっちラボ
第６期活動報告書

（平成30年7月～平成31年3月）
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第6期にあたる今期は、幸雲南塾等を運営する課題解決型人材育成事業や三日市ラボの管理事
業に加え、前期に引き続き、都市部と地域との間での人材の還流を目指すCareer For事業に参画し
た。また、幸雲南塾第7期生でもあるコミュニティナースの取り組みを雲南市内でさらに展開するた
め、コミュニティナース2名を雇用した。

● 課題解決型人材育成事（下記B参照）昨年度の振り返りを踏まえ、今年度、①コーディネー
ターは「つながりをつくる」ことを強みとし、塾生にとって多くの良い出会いを作り出すことを役
割と定義し、②行政や企業の垣根を超越して、雲南に暮らす人たちと協働すること、チャレン
ジが「連鎖」していくようにより多くの市民と混ざる場を設計し、市民の想いが形になるように
関係機関との連携を目指した。
①については、8期目を迎えた「幸雲南塾2018」では「幸雲南塾START」を設置し、塾生が
つながりの中から学びを得られるよう設計し、「幸雲南塾アカデミー」における51名の新規参
加者とあいまって、塾生と市民とのつながりを創出できた。②については、スペシャルチャレ
ンジ・ホープ事業において金融機関、商工会などが協働してローカルチャレンジャーを支援
する枠組みが走り出すとともに、防災と多文化共生での関係機関が参加する円卓会議の開
催、企業チャレンジを契機とする市内研究機関とのコミュニケーション増加など、「連携」の機
会が確実に増加してきている。
次のステップとして、次年度のスペシャルチャレンジ・ホープ事業において、採択者の取り
組む領域での関係機関を集めた会議体を組成し、課題の深掘りとシステムとしての課題解
決支援に挑戦したいと考えている。

● 三日市ラボ管理事業（下記C参照）では、前期から引き続き、新規客2組を含めた利用者の仕事
の場としての活用がなされた。また、コワーキングスペースの利用は年間1700名を超え、市内外
のチャレンジャーが繋がり、取組みを実践していくきっかけの場となった。

● Career For事業（下記D参照）では、都市部人材を地域活性に活かしている地域と連携し、市役
所や関係者間で「人材機能」の重要性の認識を高めることができ、また雲南における都市部企
業人材活用戦略の検討が進んだ。



● コミュニティナース事業（下記E参照）は、コミュニティナースが配置された波多・新市各地区にお
いて、ナースと住民との関係構築が進み、住民の健康につながる変化の兆しが見えてきた。また
事業費を確保するため、ふるさと納税による大型の資金調達に挑戦し、最終的に1200万円を超
える寄附を獲得した。

●

●

 
1. 事業のねらい

雲南市は、平成27年度から平成36年度までの10年間のまちづくりの目標と方向性を示す「第2次
雲南市総合計画」及びこれを基に策定した「まち・ひと・しごと創生雲南市総合戦略」において、若者
や地域自主組織等による地域課題解決に向けた取り組みを促進し、多様な人材や団体等が課題
解決にチャレンジする総働のまちづくりを推進することとしている。子どもから若者、シニア世代まで
あらゆる世代を通してチャレンジに優しいまちを目指している。
雲南市をはじめ多くの地方で、課題解決や仕事の創生等による持続可能な地域づくりの推進や定
住対策などの重要性が高まっている。その中でも、20～30代の若者世代は地方創生の即戦力とし
て活躍が期待されている一方、就学や就職で市外へ流出する割合も高くなっている。若者世代に
とって魅力的なまちづくりに取り組み、雲南市で課題解決にチャレンジしたいと思う若者を増やして
いくことが重要である。
地域づくりや地域の課題解決を、実践を通して学ぶ幸雲南塾は、県内でも先進的な取り組みとし

て、2011年に第1期がスタートして以降、昨年度までに延べ125名の卒業生（ラボアカデミー修了者
を含む）を輩出してきた。今年度も、幸雲南塾を開講して引き続き地域課題にチャレンジする若者を
発掘・育成した。
また雲南市が今年度から開始したスペシャルチャレンジ制度（ホープ）の事務局として、事業化や

新規事業開発を目指す同制度採択者を対象として、金融機関やアドバイザーとともに伴走（補助）を
行った。
さらに、ローカルベンチャー推進協議会の雲南市におけるローカル事務局機能を担い、雲南市に

おけるベンチャー育成の土壌づくりや、都市部の起業家人材と雲南市の地域課題とのマッチングを
図った。

2. 前年度までの実績

平成23（2011）年度 雲南市が主催する次世代育成事業
『幸雲南塾～地域プロデューサー養成講座～』として開講。
社会起業や地域貢献を志す若者の企画立案と実践をサポート。
第1期（13名卒業）
平成24（2012）年度 第2期（11名卒業）
平成25（2013）年度 第3期（11名卒業）、塾の卒業生による任意団体「おっちラボ」設立
平成26（2014）年度 第4期（25名卒業）、NPO法人おっちラボ設立
平成27（2015）年度 第5期 幸雲南塾（4組6名卒業）、ラボアカデミー（9名修了）
平成28（2016）年度 第6期（2016年5月〜2017年2月）

幸雲南塾（3組6名卒業）ラボアカデミー（14名修了）
平成29（2017）年度 第7期（2017年6月〜2018年1月）

幸雲南塾（4法人11名卒業）
平成30（2018）年度 第8期（2018年6月〜2019年1月）



幸雲南塾（1名）幸雲南塾START（6組7名）

平成23年度に市が次世代育成事業として始めた『幸雲南塾～地域プロデューサー育成講座～』
は、今年度で8期目を迎える。平成25年に塾の卒業生たちが塾生を相互支援する仲間のネットワー
ク強化のため立ち上げた任意団体「おっちラボ」は、平成26年にNPO法人化し、同年より幸雲南塾
の事務局を担っている。

＜卒業生の活躍＞
2017年度末時点で4法人81名（ラボアカデミー修了者を加えると延べ125名）の卒業生を輩出し

た。卒業生たちは、幸雲南塾のプレセミナーで事例発表を行ったり、県外からの視察があった際に
活動報告を行ったり、現役塾生の相談に乗ったりと、幸雲南塾のサポーターとして幅広く活躍してい
る。
また、卒業生同士のネットワークによって自分たちの活動の課題解決を行うなど、相互に支援し

合う関係性も継続している。さらに、今年度は、卒業生が再度幸雲南塾に入塾し、進めている事業
のさらなる進化を目的に切磋琢磨する動きもあり、幸雲南塾がチャレンジのプラットフォームとなって
いるように感じている。

＜プログラムのリニューアル＞
第4期までの幸雲南塾は、一本のプログラムで実施してきたが、参加者のニーズが幅広いことか

ら、2015年からは、伴走型人材育成プログラム『幸雲南塾』と地域づくりのはじめの一歩を踏み出す
定例勉強会『アカデミー』といった複数のプログラムを実施するスタイルとなった。
今年度はよりチャレンジの進んでいる参加者に注力するためにも、プログラムを再構築し、チャレ

ンジを始めたての層に対する事務局の関わり方を明確化させた。今期の幸雲南塾2018では、個別
伴走支援を通じ実践家を目指す『幸雲南塾』と、オンラインコミュニティを含む塾生相互の相談や支
援を中心とした『幸雲南塾START』、塾生以外も参加できて広く学習や交流機会を創出する『幸雲
南塾アカデミー』の3本立てで開講した。また、NPO法人ETIC.が主催をするローカルベンチャー推
進協議会も活用し、都市部人材とともにプランを磨きあげる機会を創出し、チャレンジャーがより広
い視野で、幅広い人材と出会い関わる機会を作ることを実施した。

3. 事業実施体制

(1)コーディネーター
一昨年度より、市民への若者のチャレンジに対する理解を促し、それまでの経験で培われた多様

なスキルを活かし、活動するコーディネーターを配置した。本年度もこの体制を継続し、ファンドレイ
ジング・マネタイズ・組織基盤構築・組織運営などを手がける人材を誘致し配置することで若者チャ
レンジを支援する中間支援組織としてのサポート力を強化した。また、若者チャレンジ支援コーディ
ネーターに加え、ファンドレイジング・マネタイズなどのノウハウは外部アドバイザーとの連携により、
充実した体制を整備した。

＜コーディネータープロフィール＞



(2)外部アドバイザー
＜外部アドバイザープロフィール＞
a．ファンドレイジング（資金調達）、組織マネジメント等のアドバイザー

b. マネタイズ（収益事業化）のアドバイザー

4. 事業実施内容とその成果



平成30年度は、以下の事業を実施した。※各項目について報告書末に書類を添付
4.1. 人材育成プログラム（幸雲南塾2018・幸雲南塾START）の企画運営
4.2. 幸雲南塾アカデミー（有志勉強会）の企画・運営
4.3.   スペシャルチャレンジ・ホープの伴走支援
4.4. ローカルベンチャー推進協議会の雲南ローカル事務局業務
4.5. 実践型インターンシップの活用
4.6. コーディネーターの支援力向上

4.1. 人材育成プログラム（幸雲南塾2018・幸雲南塾START）の企画・運営
本年は参加者のニーズや活動・事業の状態に合わせて2つのプログラムを実施した。
「幸雲南塾」は、昨年に引き続き伴走型人材育成プログラムとして、塾生1組につき、当NPO法人
のスタッフが担当コーディネーターとして、4ヶ月から8ヶ月間伴走支援を行う予定であった（理由につ
いては後述）。
「幸雲南塾START」は主に地域課題解決プレーヤーの掘り起こしとつながりを目的に、模索期、試
行期の段階の塾生を対象とした。内容は、2ヶ月に1回程度の塾生同士の報告・意見交換の場の提
供や、日々の活動を報告し合ったり情報交換の場としてFacebookのグループページを活用したコ
ミュニティ支援、また、幸雲南塾アカデミーでの勉強会やSTART生に関連する分野の他団体主催イ
ベントなど、機会参加を促す等の支援を行った。
いずれも各塾生の事業・活動が自ら思い描く状態に到達するまで「成果を出し続けられる状態」に
なることを目指す、実践家育成の塾として開講した。
塾生の募集に関して、今期は「幸雲南塾2018開講特別講座」として事前説明会を実施した。説明
会参加者は自分のプランの「地域に生み出したいインパクト（課題の重要性・緊急性、受益者数、他
地域への波及性などの要素から総合的に判断）」と「達成に向けた本気度」を内省して、入塾するか
否か、入塾の場合どのプログラムにするかを選択し、事務局はそれに基づき参加者との関わり方を
検討するという、相互選考を行った。
その結果、事前説明会に参加した受講候補者13組と個別相談者2組から、7組を塾生として選出
した（幸雲南塾：1組、幸雲南塾START：6組）。
今期は、東京と雲南の2拠点で活動することで双方の地域に好影響を与えようとする塾生や、地
域で経営してきた事業をより社会貢献性の高いものにしたいとチャレンジする塾生が誕生するなど、
地域にチャレンジがより根ざし、広がってきていることが感じられた。

＜事業のねらい＞
(1)社会起業家や地域貢献を志す若い人材の発掘及び育成
(2)若い人材の育成による地域課題の継続的な解決

＜塾生＞ 幸雲南塾：1組、幸雲南塾START：6組

【実施内容】

月 日 取り組み実施内容

5月 25日
（金）

幸雲南塾説明会（１）
目的：①今年度のプログラムや協働内容を伝える
②チャレンジャーと出会う

5月 27日
（日）

幸雲南塾説明会（２）
同上

6月 9日
（土）

幸雲南塾2018開講特別講座
目的：①入塾選考会（健やかな自己決定）
②想いを整理する、言語化する
③参加者のコミュニティ拡大

パネルディスカッション：「雲南でチャレンジを応援し合う関係性から起きて
ること、これから起きるといいこと」



講義 ：「自分らしいチャレンジとは何か」
ワーク：チャレンジのシェア

6月 22日 幸雲南塾STARTオリエンテーション
目的：①塾生同士が混ざり合う場の提供
②STARTで実施する内容の再確認
③塾生の次の行動に繋げる（ネクストアクション宣言）

8月 31日 幸雲南塾START進捗報告会①

10月 27日 幸雲南塾START進捗報告会②
目的：①開講講座時の「一年後の理想」に対する自分の現在の立ち位置・
方向性を確認
②プランの周知と理解者・協力者の獲得

③ネクストステップの具体化・やる気を起こす

ゲストより活動紹介：西粟倉村での取組み
グループセッション：参加者も交えて塾生のプランブラッシュアップ

12月
〜1月

幸雲南塾2018最終報告会に向けた発表練習

2019年
1月

26日 幸雲南塾2018最終報告会
目的：(塾生にとって)

①発表完遂による達成感
②次への意欲が湧く
③次のアクションイメージが得られる
④応援者・協力者と繋がる

 (参加者にとって)
①課題に気づく

②興味関心を持つ
③課題について自身も行動する→塾生の応援・手伝いなど

塾生発表：START生6組
囲み取材コーナー：塾生を囲み、参加者が質疑応答
対談コーナー：先輩チャレンジャーの取組みについてきっかけ・内容・うまく
いかなかったことなどをモデレーター（友廣氏）が掘り下げ

＜プランと成果＞
今期の塾では、2プログラム7組の塾生に対し、当NPO法人のスタッフがコーディネーターとして支

援した。

(1) （幸雲南塾 ）
【プラン：地域の起業家創出、事業の開発（観光）と人材の育成（地域医療）】
一人でも多くの人が自分の内発的動機から生まれるやりたいことを見つけ、イキイキと生き続けら
れる世界を創りたい。起業家を生み出すことを軸に、経済的価値・社会的価値・情緒的価値が並立
する事業を作ることを目指して入塾。当地へも二度足を運ぶなど活動していたが、その後諸事情に
より休止。

(2) （幸雲南塾START）
【プラン：地域資源を使った体験や交流で楽しみながら殿居敷自治会のファンを増やす】
これまで田舎体験の受け入れをする中で、交流を通して体験者・地域住民の双方が元気になってい
くのを目にしてきた。交流で一緒に楽しみ行動することで、体験者にとっては移住を考えるきっかけ
に、地域住民にとっては改めて自分の地域を考える機会となり、その結果地域活性化につながるこ
とを目指した。事情により空き家の整備は叶わなかったが、コンスタントに県外・市内の方々の滞在
拠点としたり高校生との協働米作りをするなどして、地域住民と地域外の人の交流に結びつき、空
き家整備に向けて弾みとなる一年となった。



(3) （幸雲南塾START）
【プラン：移住ハウスでいじめや差別のない多様性のある日本に】
プランで達成したいことは、多様な人が無料で泊まることができる「移住ハウス」を雲南に作ることで
ある。13ヶ国の子どもたちと関わるボランティア活動等の経験から、いじめや差別は他者との違いを
受け入れられない時に起こりやすいと考え、プラン設計に至った。今年度は、都市部や外国の方た
ちを対象に、トライアルで雲南ツアーを4回行った。また、空き家探しやツアー参加及び雲南をアピー
ルするため東京でのイベント活動も合計20回開催し、次年度のツアーやお試し移住に対象者を繋
げるための関係性構築に重点を置き活動した。

(4) 幸雲南塾START）
【プラン：認知症を患っても安心でき自分らしくいきいき暮らせる地域をつくる】
25年間の福祉の仕事のなかで、認知症を患う人が受け入れられない場面を多く目にしてきた。当
初、認知症に特化した施設の立ち上げを目標にしていたが、地域サロン等で認知症当事者の方や
ご家族への認知症に関するヒアリングや、地域で勉強会・映画上映会の開催を行うなかで、従来の
ように専門職だけでケアをしていてはいけないのではないかという考えに至った。ネクストアクション
としては(1)地域の方々へ認知症を自分ごとにするための働きかけ(2)認知症当事者の方との関係
性をつくる等の働きかけを行う。次年度から(1)(2)の働きかけをすることで、認知症当事者の方の意
見を取り入れたケアの方法を探っていく。

(5) 幸雲南塾START）
【プラン：新市地区で軽スポーツ”マットス”を通じて健康なつながりをつくる】
コミュニティナースとして地域に配属され、地域活動に参画しながら自身ならではの活動を模索して
いた。その中で地域住民が活動、ひいては暮らしを楽しみつつ、気が付いたらお互い助け合えてい
た、という地域を目指したいという理想を見出した。そのために、誰でも楽しめる介護予防の軽ス
ポーツを高齢者向けサロンに取り入れ、自身が主導して月数回のペースで開催した。その結果、途
絶えがちだった住民同士の繋がりが再構築され、自然と助け合う光景が地域にみられるようになっ
た。

(6) （幸雲南塾START）
【プラン：サロンや美容技術を通じて若者が一人でも多く輝く機会をつくる】
希望や誇りを持って働く若者たちが、低所得を余儀なくされている現状を改善したいと考えていた。
経営するサロンのリニューアルに合わせ、県商工会連合会のアドバイザーや他の経営者、塾同期
生と精力的に意見交換を行い、サロンに従事するスタッフの負担軽減や生産性の向上を図った。ま
た美容業を志すも諸事情で美容学校に通えない若者に空き時間を利用して技術指導を行ったり、
改修にあたり若い事業者や作家のアイデアを空間作りに柔軟に取り入れるなど、サロンを若者が活
躍する舞台としても整え、平成31年2月9日にリニューアルオープンした。
5月にはサロンに併設して喫茶店も開業予定。

(7) （幸雲南塾START）
【プラン：小学校英語サポートでUNNANを英語力が自慢のフレンドリーなまちへ】
「授業としての英語」になった途端に英語が嫌いになってしまう生徒が多くいる。直接先生のサポー
トをすることで、間接的に学校の生徒たちの英語力向上やコミュニケーション力が向上することを目
指して活動した。木次地区を中心に小学校の校長や教師にヒアリングし現場のニーズを直接拾い
上げるとともに、彼らの課題感の多くは英語の発音と授業指導案づくりであると感じ、ALTボランティ
アや教師向け英語指導教室のプログラム開発を行いトライアルで実施した。今後もより現場に入り
込んだサポートをするために校長先生を中心とした調整を継続する。

4.2. 幸雲南塾アカデミーの企画・運営
起業や事業を興すまでではないが、地域を良くする取り組みを学びたい・参画したい、というニー

ズに対応するため、地域を知る・学ぶ「はじめの一歩」の場として、講義形式で学ぶ幸雲南塾アカデ
ミーというケーススタディセミナーを実施した。



＜事業のねらい＞
(1) ローカルチャレンジャーの活動の促進・拡大
(2) ローカルチャレンジャーの裾野の拡大
大学のない雲南で、大人が学べる場が少ないという声があり、昨年度に引き続き、ローカルチャレ
ンジャーの次の活動に繋げるための学びの場を設計した。今年度は、実際の仕事に即した実践の
学びに重点を置いた場と、講義中や学んだ後に参加者との意見交換やディスカッションするなど発
話機会を多くし参加者同士のコミュニケーションに重点を置いた場を設計した。
また、「チャレンジ」に対して敬遠する声があり、アカデミーを通して学び対話をし人と繋がること
で、チャレンジに対する意識の変化をもたらすのではないかと考え実施した。

【実施内容】

月 日 取り組み実施内容 参加者
（うち新規）

4 26日（木） 共感コミュニケーションに触れる
講師： （NPO法人おっちラボ）
コミュニケーションにおいて相手とのつながりを持ち続けな
がら、お互いのニーズが満たされるまで話し合いを続けて
いくという共感を持って臨むコミュニケーションの方法を学
ぶ。

9（4）

6 27日（水） SIM雲南2030テストプレイ会
講師： （認定NPO法人カタリバ）
ゲーム感覚で自治体経営を体験できるパーティゲーム型

のワークショップを通じ、迫り来る様々な社会問題や財政

問題等の難題を自分ごととして考える。

5（3）

8 9日
（木）

目標達成に向けて
講師： （NPO法人おっちラボ副代表理事）
具体的な事例を交えながら目標達成のためにどんな実践
をし、途中の振り返りをどのように実践に還元していくのか
を学ぶ。

12（3）

8 21日
（火）

問題解決のクリティカルシンキング
講師： （NPO法人おっちラボ代表理事）
目標達成のそれぞれのステップにおいて、クリティカルシ
ンキングを使うことで問題解決を図ることを考える

6（2）

9 2日
（日）

幸雲南塾番外編／みんなの防災を話し合おう
講師： （一般社団法人防災ガール代表理事）
いざ災害が起きたら全員が当事者。そのとき誰も取り残さ
れない適切な対応をとれるよう私たちにできる防災につい
て話し合う。
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9 6日
（木）

かけ合わせ講座
講師： （農事組合法人健一自然農園代表）
新しいアイデアや商品は、すべて既にあるもののかけ合わ
せ・組み合わせでできている。「既にあるもの」からアイデ
アを生み出すことについて学ぶ。

11（7）

10 11日
（木）

放置果樹ナイト
講師： （NaoFarm ）
果樹園は後継者不足や従事者の高齢化などで、果樹をそ
のままにせざるを得ないという状況が少なくない。放置果
樹について、私たちはどう関わっていけるのかなどを学
ぶ。

12（9）



10 29日
（月）

ローカルジャーナリストに学ぶ情報発信術
講師： （ローカルジャーナリスト）
情報発信で自分が伝えたいことが本当に相手に伝わっ
ているかなど文章による情報発信の心得や秘訣を学ぶ。

12（3）

11 12日
（月）

ファシリテーション講座【入門編】
講師： (NPO法人bond place代表理事)
会議や話し合いなどにおいて、場のみなさんからの意見や
アイデアをうまく引き出し、まとめて、中立な立場でゴール
までのお手伝いをする役割であるファシリテーションを学
ぶ。

12（4）

11 16日
（金）

マーケティング勉強会
講師： （宮崎大学）
生産者がお客さんのニーズに合ったものを提供する市場
を作り出すための活動であるマーケティングについて学
ぶ。また、社会課題に取り組む団体には、情報を必要とし
ている人にどのように届けるのかについてなどを学ぶ。

12（2）

11 24日
（日）

楽しさから築かれる仲間づくりを学ぶ
講師： （teamTENT.）
ものづくりの楽しいプロセスを共有し、関わる人たちの夢を
実現「夢のなる木プロジェクト」。久野の多世代が交ざりあ
う仲間づくりについて学ぶ

12（3）

11 27日（火） ゲストハウスナイト
コメンテーター： （奥出雲かがり屋）
ゲストハウスや民泊を開業したい・協力したい方向けに、
お互いのこだわりや事業を活かし合うために情報共有をす
る。

6（2）

12 11
（火）

ファシリテーション実践編
入門編共有： （NPO法人おっちラボ）
入門編で学んだファシリテーションを実践する機会。実践と
振り返りを繰り返すことで学びを深める。

5（1）

12 20
（木）

あたたかいコミュニティづくり勉強会
講師： (CRファクトリー代表理事)
「目的を共有し、互いに共感し支え合う、あたたかい共同
体」というコミュニティづくりを学ぶ。

16（2）

12 27
（木）

イキイキ・ワクワクする" 自分自身の軸を探る

講師： （パラダイムシフトコミュニケーション®
トレーナー）
普段なかなか探ることのない、あなた自身の「軸・方向性」
を探ることを通じて実際に自身の「軸・方向性」を探究して
いく。

8（4）

2 8
（金）

ファシリテーション実践編２
入門編共有： （NPO法人おっちラボ）
入門編で学んだファシリテーションを実践する機会。実践と
振り返りを繰り返すことで学びを深める。

5（0）

2 10
（日）

幸雲南塾番外編／だれもが気持ちよく暮らせるまちに向
かってGo！多文化共生円卓会議
事例提供：

（京丹後市長公室 地域支援・定住対策監）
（京丹後市国際交流協会 事務局長）

雲南市には、現在18か国から来られた222名の外国籍市
民の方々が暮らしており、今後も増えていくと予想されてい
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る。そこで文化や慣習、宗教の同異などお互いがお互いを
良く知り、隣人同士として気持ちよく暮らせるまちを目指
し、多文化共生円卓会議を開催。

3 17
（日）

インターネットを使った小売業勉強会
講師：
インターネットで商品を販売するのも直接自分のホーム
ページ（サイト）で売る方法、フリマアプリを使って売る方
法、ECサイトを使って売る方法、などたくさんの選択肢が
ある。それぞれの特徴や注意すべき点、上手な使い分け
について学ぶ。

2（2）

合計18回開催

＜成果＞
(1) ローカルチャレンジャーの活動の促進・拡大

4.1.の幸雲南塾生をはじめ、事業者や市民活動運営者のアカデミー参加は延べ145名だった。
ローカルチャレンジャー向けの実践の学びに重きを置いた勉強会では、実践の場で活用した、とい
う人が延べ30名あった。

(2) ローカルチャレンジャーの裾野の拡大
今年度、新規のアカデミー参加者は52名だった。その中で、チャレンジを実践したいという方が6
名あり、そのうち1件について次年度の幸雲南塾での支援を検討している。

4.3. スペシャルチャレンジ・ホープの伴走支援
今年度より開始した雲南スペシャルチャレンジ・ホープ事業は、雲南市の課題解決または価値創
造に寄与する事業を起こす者を対象に、金融機関の融資と雲南市からの補助金の同額マッチング
（上限100万円）および保証料・利子補給を行うものである。

(1) 採択者
以下の3者（いずれも幸雲南塾7期生）が採択された。

● ：アレルギー対応食調理師。都市部でのビジネス展開を視野に、当初拠点整
備などを計画。

● ：雲南市在住の外国人が気軽に相談できるコミュニティスペース（多文化共生カ
フェsoban）の開設を計画。

● ：市の介護予防予算に紐付かない、利用者自己負担の介護予防サービスの開
発を計画。

(2)   おっちラボの伴走内容
6月の採択から3月までに4回の仮想経営会議（市職員、地方創生アドバイザー、金融機関、商工
会等との相談会）が開催された。おっちラボは主に仮想経営会議前に、採択者と面談をして課題整
理を行った。

とは、事業パートナーと事業の方向性をすり合わせるための調整に努めた。 のプ
ランに対しては、地域住民が参加する円卓会議を開催し、課題解決促進のための関係者間の認識
共有を図った。 には、事業の横展開を見据えた外部有識者との協議をコーディネートした。

4.4. ローカルベンチャー推進協議会の雲南ローカル事務局業務
(1)ローカルベンチャー推進協議会の概要および目的
ローカルベンチャー推進協議会（以下「協議会」）は、2016年9月、地域の新たな経済を生み出す
ローカルベンチャーの輩出・育成を目指し、西粟倉村とNPO法人ETIC.の呼びかけに賛同した8つ
の自治体により、内閣府の地方創生推進交付金に「広域連携によるローカルベンチャー推進事業」
として申請し、採択されたのをきっかけに発足した。自治体が拠出金を負担し、事務局をNPO法人



ETIC.に委託して運営している。自治体同士や民間団体が連携し、全国からローカルベンチャーの
担い手を呼び込み、事業成長を支援し、5年間で総額50.4億円のローカルベンチャーによる売上規
模増、114件の起業家創出、269人の起業型・経営型人材の地域へのマッチングを目指して活動を
開始した。
2017年、新たに雲南市を含む2自治体が、2018年には新たに1自治体が参画し、2020年度末まで
に60.1億円のローカルベンチャーによる売上規模増、176件の起業家創出、366人の起業型・経営
型人材の地域へのマッチングを目指して活動している。

代表幹事：岡山県西粟倉村
副代表幹事：岩手県釜石市
参画自治体：北海道下川町、同厚真町、宮城県気仙沼市、同石巻市、石川県七尾市、島根県雲南

市、徳島県上勝町、宮崎県日南市、熊本県南小国町（平成30年度より参画）
事 務 局：NPO法人ETIC.

(2)雲南市の加入経緯および目的
雲南市と当法人は、本事業（課題解決型人材育成事業）に関して、主に①雲南市のチャレン
ジャーを支援する人材ネットワークの仕組み（属人的でない繋がり）、②雲南市で起業する都市部人
材の獲得、③コーディネーター力の養成の3点を課題として認識していた。雲南市と当法人は、NPO
法人ETIC.の宮城治男代表理事より協議会への加入の打診を受けて検討し、加入することで上記
課題の改善につながると判断し、当法人をローカル事務局とすることとして参加を決めた。
これを受けて、平成29年5月15日のローカルベンチャー推進協議会の総会において、雲南市の
加入が承認された。

(3) 平成30年度の協議会における協働内容
本年度は、上記①から③に加え、④地域内のローカルベンチャー機運の醸成も図った。

①雲南市のチャレンジャーを支援する人材ネットワークの仕組み

日付 実施内容 成果

6/2
~
12/16

【ローカルベンチャーラボ】
地域で起業を志す人を育成するラボ。
「安心・豊かな暮らし」「地域商社」「自
然資本産業」など6つのテーマのゼミで
計画をブラッシュアップする。
雲南からは、おっちラボ小俣及び雲南
市政策企画部政策推進課鳥谷氏が
「お金の流れデザイン」に参加。

◎ が、各地の資金循環
について学ぶ機会となり、雲南における
コミュニティ財団の設立というプランに結
実した。最終回となるデモDayにおいて
各コースのファシリテーターの投票で決
まる「ファシリテーター賞」を受賞。また起
業奨励金25万円を獲得。
◎ローカルベンチャーラボの特別講義
「ローカルファイナンス」の講師であった
深尾昌峰氏に相談できる関係が築けた
ことにより、上記財団の設立の先にある
社会的投資との接続可能性が高まった。
◎「安心・豊かな暮らし創造」チームの雲
南フィールドワークをコーディネートし、市
内事業者とLVラボ生の連携が生まれ
た。

2~3月 【その他】 ETIC.の担当コーディネーターより社会
的インパクト評価のリサーチに長けた細
田幸恵氏の紹介を受け、上記財団設立
プロセスの研究及び雲南市の基礎デー
タの分析等を実施してもらうことが決まっ
た。



②雲南市で起業する都市部人材の獲得

日付 実施内容 成果

11/1
~2

【ローカルベンチャーサミット】
①11自治体の首長による記者会見
②11自治体と都市部の関心ある企業と
の意見交換の場としてのイベント。
竹中工務店やヤマハ発動機も参画して
進める「企業チャレンジ」（雲南ソーシャ
ルチャレンジバレー構想の一環）やコミュ
ニティナースなど、雲南市の取り組みを
都市部の企業などに発信。

◎雲南の取り組みを発信することで、関
心を持つ都市部企業が現れ、複数社
から問い合わせあり。また、メディアに
も多数掲載。

12月
〜
3月

【竹中工務店・ヤマハ発動機等との連携
に向けた協議】
①雲南市で平成31年度より開始する
「企業チャレンジ」プラットフォームの設
計のため、ETIC.、竹中工務店、ヤマハ
発動機、PwCコンサルティング、NTTドコ
モと協議を実施。
②上記のなかでの具体的課題解決プロ
ジェクトの設計のため、竹中工務店、経
済産業省、日本総研等と協議や実証実
験を実施。

◎平成31年度の企業チャレンジ開始に
向けた事務局体制や役割が具体的に
定まった（H31.4.11に記者発表予定）
◎竹中工務店のプロジェクトにおいて、コ
ミュニティナースや都市部のITベン
チャー等の関与による「コミュニティの
健康度」測定の実験を実施し、来年度
のチャレンジの方向性が定まった。

2/23 【地域オモシロ大作戦】
ETIC.のプログラムに参加した約40名の
起業家等と協議会の各自治体とのマッ
チングイベント。自治体が地域資源を持
ち寄り、起業家がそれと各自の事業との
掛け合わせを提案する機会。

◎約10名の起業家または企業人が雲南
市の地域資源（神話や街並みなど）に
関心を持ち、現在現地訪問の調整が
行われている状態。

③コーディネーター力の養成

日付 実施内容 成果

7月
~1月

【オンラインケースカンファレンス】
11自治体のローカル事務局とETIC.コー
ディネーターをチーム分けし、ローカル事
務局メンバーがケースを持ち寄り、オンラ
インでアドバイスをもらう。おっちラボの
コーディネーター3名が参加。

◎各人がケースの課題を整理する機会
となり、また各事務局のメンバーや
ETIC.コーディネーターと意見交換し
あえる関係性づくりに寄与した。

④地域内のローカルベンチャー機運の醸成

日付 実施内容 成果

7/10
~12

【自治体合同合宿のホスト】
11自治体のローカル事務局を雲南に招
き、5コースに分かれてフィールドワークを
実施し、雲南の起業家が他地域のローカ
ル事務局と課題を検討する時間を設け
た。（開催概要は別添のとおり）

◎市内の起業家が全国のコーディネー
ターやアドバイザーからアドバイスを
もらうことができた。他の協議会自治
体での講演など、活躍の場を広げた
例もある。
◎雲南がキャリア教育や地域自主組織
を通じて「広義のローカルベンチャー」
育成をしているという世界観の発信を
した。協議会内での共通概念になりつ
つある。



9/12 【縦断フォーラム：幸雲南塾特別編／
七尾カルテットに学ぶ創業支援の生態
系】
講師： （株式会社御祓川 代
表取締役）/ （のと共栄信用金
庫ふるさと支援室室長）/ （七尾
街づくりセンター）/ （七尾市役所
産業部産業振興課課長補佐）
雲南地域の支援機関が参加し、産業支
援から地域活性化に結びつく七尾市の事
例から、雲南市の事業のあり方や、事業
者支援について考え

◎支援機関の横断的連携による「なな
お創業応援カルテット」が、雲南の支
援機関の間で共通認識となり、その
実現に向けての協議が開始された。

(3) 総括
前述のとおり、①雲南市のチャレンジャーを支援する人材ネットワークの仕組み（属人的でない繋
がり）、②雲南市で起業する都市部人材の獲得、③コーディネーター力の養成のおよび④地域内の
ローカルベンチャー機運の醸成の4点の課題に対して、本協議会との連携が進んだことにより改善
が見られている。
①については、昨年度に引き続き11自治体およびNPO法人ETIC.と連携が深まったことにより、
雲南市内のリソースだけでは解決できない塾生や市内事業者の課題に対して、都市部や他地域の
人材を繋げることで塾生や市内事業者のアクションが促進されてきている。
②については、都市圏でローカルベンチャーに興味のある起業家群とさらに接点を広げることが
できた。さらに起業家だけでなく、大企業が雲南での課題解決にチャレンジする道筋をつけることが
できた（ETIC.との協働によるところが大きい）。
③については、道半ばではあるが、第三者目線で自分たちのコーディネートを評価してもらえ、切
磋琢磨できる環境ができつつある。
④については、雲南地域の支援機関が他地域の先進的取り組みに触れ、現状を改善できるとい
う意識が共有された。

4.5. 実践型インターンシップの活用
＜事業のねらい＞
(1)（おっちラボに対して）地域内や県外の若者に関わってもらうことにより、おっちラボのプランや活

動の進展を助ける。
(2)（インターン生に対して）幸雲南塾生のプランニングや活動への関わりや地元の方々との交流を

通して、地域課題解決や未来創造に向けた活動に取り組む主体性を引き出す。

＜実施内容＞
(1) おっちラボの事業サポート
(2)地域住民や団体との交流・ヒアリング・イベントの開催など
(3)各関係機関にヒアリング・会議への同席など

＜参加人数＞
(1)長期

2名参加（内訳：女性2名／松江出身者1名・県外出身者1名）
(2)夏季
合計2名参加（内訳：男性1名・女性1名／隠岐出身者1名・県外出身者1名／UCCプログラム参加
者2名）
(3)冬季



2名参加（内訳：女性2名／県外出身者2名／UCCプログラム参加者2名）

＜主な成果＞
インターンを通して、以下のような効果があった。
(1)インターンを通して、おっちラボと関係機関や地域自主組織等との関係性をより良好にする
長期・夏季インターンシップでは、それぞれ今年度おっちラボ職員として配置したコミュニティナー
スとともに活動を行った。学生の活動を通してコミュニティナースと各事業者や地域住民が以前より
もより密に関わるきっかけになり、そのきっかけを通して現在も良好な関係を築くことができている。
また、冬季インターンシップでは、木次地区の地域自主組織のヒアリング調査を行い、地域自主組
織と地域住民の地域づくりに関する課題感や思い、その違いなどを浮き彫りにし、各世代で共有し
た。普段は、話す機会が少ない・知っている人には話しにくいということがあるが「市外からのイン
ターン大学生」ということを十分に活かし、各世代から意見や今後どうしていきたいのかということを
聞くことができた。この調査を元に、地域自主組織との関わりや普段本音を聞くことが難しい若者や
子育て世代との関わり方を模索していきたい。

(2)インターン生に対して、活動に取り組む主体性を引き出す
インターン中に様々な塾生や地域住民を通して、地域で必要なことは何か、インターン期間中に自
分でできることや挑戦したいことは何かを考えて実行していた（添付書類参照）。

4.6. コーディネーターの支援力向上
コーディネーターがそれぞれの得意分野を生かしたスキルアップのための研修会への参加を

行った。
従前より、アドバイザーから、中間支援組織に必要な8つの機能の提示を受けていたことを受け、

本年度も前年度に引き続き、とくに相談対応力とコーディネート・ネットワーキング力の向上を重点
課題とした。
（参考）『中間支援組織が持つべき8つのチカラ』

1． 相談対応力
2． 調査・情報収集力
3． 編集・発信力
4． コーディネート・ネットワーキング力
5． 資源提供力
6． 内部の人材育成力
7． 政策提言力
8． 施設運営力

具体的には、ローカルベンチャー推進協議会で提供される研修のほか、下記の研修に取り組ん
だ。

(1)チャレンジコミュニティギャザリング
日程 平成30年5月11日・12日

(2)成果の導き出し方セミナー
日程 平成30年6月1日

(3)ローカルベンチャーラボ「お金の流れデザイン」
日程 平成30年6月2-3日：開講式
平成30年6月15日 特別講義
平成30年7月27-28日 釜石フィールドワーク
平成30年8月1日 特別講義
平成30年8月25日 中間合同ラボ
平成30年8月26日  特別講義
平成30年9月25日 ブラッシュアップ



平成30年11月1日 ブラッシュアップ
平成30年11月9日 特別講義
平成30年11月29-30日  南小国町フィールドワーク
平成30年12月14-15日 デモDay（最終発表）

(4)ETIC.Cafe20th
日程 平成30年8月4日

(5)メディフェスよなご
日程 平成30年9月29日

(6)Social Impact for 2020
日程 平成30年10月16日

(7)コレクティブインパクト実践者研修
日程 平成30年9月20-21日
平成30年10月17-19日
平成31年2月27-28日

(8)コミュニティ財団のつくり方
日程 平成30年11月11日、11月25日、2月10日（全3回）

(9)みんなの集落研究所視察
日程 平成30年11月20日

(10)西粟倉村森の学校視察
日程 平成30年12月5日

(11)災害における資金支援のこれまでとこれから
日程 平成30年12月12日

(12)日南市ローカルベンチャー視察
日程 平成30年12月17日～19日

(13)都岐沙羅パートナーズセンター視察
日程 平成30年12月27日

(14)みんなでつくる財団おかやま視察
日程 平成31年1月9日〜10日

(15)社会的インパクト・マネジメント研修 基礎コース
日程 平成31年3月13日〜14日

C. 三日市ラボ管理業務
＜事業のねらい＞
(1)働く場所の提供
(2)地域との繋がり
(3)地域住民のアクションの増加



＜実施内容＞
(1)コワーキングスペースの管理運営
利用者数（延）（H30年4月から31年2月まで）

月 ４ ５ ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 計

スポット
利用

3 7 6 5 4 5 6 7 15 6 3 67

入居者・塾
生・おっちラ
ボ関係者

134 116 143 166 121 134 171 136 52 76 128 1377

勉強会・
報告会等

9 22 5 12 45 37 18 12 24 0 24 208

団体イベ
ント利用

0 0 26 0 5 0 19 10 22 0 6 88

月合計 146 145 180 183 175 176 214 165 113 82 161 1740

(2)シェアオフィスの管理運営
利用者について（H30年4月から31年3月まで）

入居者 内容 本社 席数 期間

NPO法人カタリバ キャリア教育、不登校支援 東京都 3席 12ヶ月

プランニングオフィスコダ
マ

調査研究 雲南市 1席 12ヶ月

World Utility株式会社 Webコンサルタント 松江市 1席 3ヶ月

うんなんグローカルセン
ター

雲南在住外国人サポート 雲南市 1席 4ヶ月

そんさんひょん 起業型地域おこし協力隊 雲南市 1席 10ヶ月

(3)三日市ラボチャレンジショップ

出店者 内容

雲南 アクセサリー展示販売

雲南 革製品展示

出雲 ポストカード、ステッカー展示販売

奥出雲 出雲民藝和紙アクセサリー展示販売

宮城 アクセサリー、ペンケース展示販売



＜成果＞
(1)働く場所の提供
三日市ラボの主な利用者は、雲南市内利用者では2階の入居者や入居関係者、雲南市外利用者
ではローカルベンチャー推進協議会関係者であった。個人の利用者は、松江市23.5%、雲南市
14.7%、東京都11.7%、宮城県11.7%と松江市の利用者割合が高かった。これは、以前からの利用
動機であった雲南市域での仕事の都合で立ち寄り仕事をする人が5名、また、雲南に移住を考えて
いる人の新たな利用が3名あったためである。
今年度の成果としては、2階に入居する利用者が新規で2件あったことが挙げられる。理由は、三
日市ラボ以外に雲南でWi-Fi環境が整っている場所が住居や施設を含めても極めて少ないからで
ある。インターネットが必要不可欠の仕事にはやはり三日市ラボの役割は大きいと考えられる。

(2)地域との繋がりとアクションの増加
1階は、仕事をしに来た人や2階入居者関係者、視察訪問、様子を見に立ち寄った地域の人など、
様々な人が訪れている。今年度は「幸雲南塾アカデミー（B-4.2.参照）」を実施したことで、前年度よ
りイベント利用や勉強会参加者が106人増加した。日々多様な人が行き交う中で、三日市ラボで出
会った人たちが自己紹介や意見交換をする光景はよく見られ、繋がりが生まれやすい場所である。
また、入居者同士でプログラムを考えやすく、繋がりを活かし協働している様子がカタリバと雲南グ
ローカルセンターなどで見られる。さらに、アクションの増加としては、幸雲南塾開講特別講座でのブ
ラッシュアップを経て、雲南市在住の20代女性が三日市ラボで初めてイベントの開催をしたり、福祉
分野の勉強会や防災イベントの打ち合わせ時の利用があり、アクションの拠点になっていると感じ
ている。

   
詳細は別紙参照
＜成果＞
◆様々なアプローチから、チャレンジPT内で『人材機能』の重要性について認識を共有することがで
きた。
◆竹中工務店などとの企業チャレンジの試行を行うことができ、都市部のリソース活用の可能性を
広げることができた。
◆当法人の重点役割を踏まえ、「まちの人事部」機能は当法人単体では担わないと判断。2019年
度は、雲南市全体での「人事部機能」構築に向けた動きに、法人として何らかの形で関与はしていく
方針。

  
＜ 事業のねらい＞

(1) コミュニティナースの普及による「雲南モデル」の確立
鍋山地区でのコミュニティナース導入や、訪問看護ステーションコミケアによって、地域包括ケア
の実践は進んできたものの、いまだ十分にカバーされていない地域は多い。そのため、新規コミュニ
ティナースを市内に導入することで事例を増やし、効果検証を行うことで、課題先進地域「雲南モデ
ル」が確立されると言える。ふるさと納税は、資金調達だけでなく、この取り組みの重要性を市内外
にひろく知らしめる広報としての役割も期待される。
㈱コミュニティナースカンパニーだけで行うのではなく、NPO法人おっちラボが支援することで、
ナースにより多様で柔軟なサポート体制が構築できる。また、NPO法人おっちラボは、地域の暮らし
をよりよくする人が集い、その取り組みの実験場をつくることを目標として掲げており、その理念に合
致するものである。

(2) NPO法人おっちラボならびにコミュニティナースの自主財源確保



新規コミュニティナースは、NPO法人おっちラボに所属し活動し、人件費等もNPO法人おっちラボ
から拠出。公益性の高い事業ということで、公的財源を中心にこれまで活動をしてきたが、今後自主
的に財源を確保する手段が必要である。その足掛かりとしてふるさと納税は最適な選択肢である。

＜活動内容＞
UIターンの看護師2名をおっちラボで直接雇用し、2地域へ配置した。看護師たちはコミュニティ
ナースとして地域に入り込み、その専門性を活かし、地区住民の健康促進に向けた様々な取組み
を行った（詳細は別紙参照）。
また、資金調達に関し、雲南市ふるさと納税を活用し、公益的または社会貢献度が高いと認めら
れる活動に取り組んでいる市内団体の地域課題解決に向けた取り組みを加速させる、NPO等支援
事業を平成29年度から開始した。
これは、NPO等の団体が、自ら申請する事業に「ふるさと納税寄附金」を活用するため、「雲南市
への事業申請」および「ふるさと納税寄附受付インターネットポータルサイト（ふるさとチョイス）での
寄附受付」等の必要な手続き等を行い、寄附を募集した上で、「ふるさと納税寄附者」が寄附金使途
としてNPO等の事業を指定して寄附を行った場合、その寄付額の83.2％を当該NPOに交付すると
いう制度である。具体的には、平成30年6月から上記ポータルサイトで資金集めを開始した。

3. 成果
別紙参照



2018年度CARRER FOR事業完了報告書 
 
一般社団法人 地域・人材共創機構 
代表理事 殿 
     殿 

報告日付：2019年 4月 4日 
団体名： NPO法人おっちラボ 
代表者名： 小俣 健三郎 印 
TEL：  0854-47-7339 
事業完了日：2019年 3月 31日 

 
事業費総額 4,326,731円 収支計算書の黄のセルの値 
自己負担額 865,346円 収支計算書の緑のセルの値 
活動補助金額 3,461,385円 収支計算書の赤のセルの値 
活動補助金返還額 538,615円 収支計算書の青のセルの値 
 



1. 事業内容（実績、詳細）：   
 
①雲南市の生態系の中に『人材機能』をどう位置付けるかの模索 
◆U.C.C.事業の一環として、以下のインターン生の受入を行った。 
＜2018 年夏：合計６名＞ 
実践型インターン：株式会社吉田ふるさと村１名、NPO 法人おっちラボ１名 
インターン：株式会社吉田ふるさと村１名、U.C.C.事務局１名、NPO 法人カタリバ１名、
NPO 法人おっちラボ１名 

 
 
＜2019 年春：合計６名＞ 
実戦型インターン：株式会社山光１名、FELICE１名 
インターン：NPO 法人おっちラボ３名、U.C.C.事務局１名 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→従来の仕事体験型インターンから、ミッションや目的を持ったインターンへのトライを
することができた。 
 
◆NPO 法人 G-net への視察を２回実施。 
◆NPO 法人 G-net と、株式会社御祓川より講師を招聘し、実践型インターンシップにつ
いて勉強会を開催。 



◆雲南ソーシャルチャレンジバレー構想の実現に向け、準備委員会にて議論を実施。 
◆経済産業省社会課題解決ワークショップに参加し、株式会社竹中工務店とビジネスモデ
ルのプロトタイプを形作った。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②中間支援の基盤作り 
◆各スタッフが現在の組織に必要な研修へ参加することができ、知見の共有ができた。 
・システム思考×評価ワークショップ 
・社会的インパクト・マネジメント研修 
・Community Organizing Japan 研修 
・ETIC.実践型インターンコーディネート研修 
 
◆コミュニティ財団設立への意思決定を行い、準備委員会の立ち上げに着手できた。 
 
③都市部人材とのマッチング・仲間づくりの進化 
◆コミュニティナースプロジェクト in 雲南において、GCF を活用した資金調達を実施。 
→800 万円の目標のところ、1204 万円を調達。市外だけでなく、市内からも資金を集め
ることができ、フレンドレイジングの大きな１歩となった。 
 



2. 契約時事業目標の達成状況：  
 
【事業計画書記載の目標】 
【目標の達成状況】 
 
①雲南市の生態系の中に『人材機能』をどう位置付けるかの模索 
・実践型インターンの受入→４名受入 
 
・『人材機能』をどう位置付けるかの模索 
 →人材機能を検討するプロジェクトチームの組成 
 
 
②中間支援の基盤作り 
・パターンランゲージの活用によるコーディネーター業務の共通言語化 
 →活用は実現していないものの、パターン・ランゲージ作成を試み、100 以上の項目に 
  ついてコーディネーター業務で価値となるものを言語化。 
 
・人材育成システムの開発（５地域連携を活かしたスライドインターンの模索） 
 →G-net への視察を複数回、セクターを超えた協働チームで実施  
 →スタッフ１名が釜石市にインターンを実施 
 
 
③都市部人材とのマッチング・仲間づくりの進化 
・塾生と、都市部人材のマッチング、コミュニティ形成 
 →支援対象となりうるような、明確なプランを持つ塾生が現れなかった 
  （今年度の塾生は何かしたいと動き出し、もがくステータスが多かった） 
 
・都市部人材ネットワークを活用した新たな事業モデルの開発（GCFの活用等） 
 →コミュニティナースを２名雇用し、GCFを実施、見事達成 
 



3. 事業実施によって得られた成果： 
 
①雲南市の生態系の中に『人材機能』をどう位置付けるかの模索 
◆市役所、関係セクターを含む、横断プロジェクトチームにて『人材機能』の重要性につ
いて認識を共有することができ、今後のたたき台となる組織図案を描くことができた。 
→チャレンジプロジェクトチームの中で、実践型インターン、兼業・複業、まちの人事部
構想に関心のあるメンバーが、政策企画セクター、産業セクター、移住・定住セクター、
それぞれから現れ、意思を表明し、来年度には人材検討チームが発足する予定。 
 
◆雲南ソーシャルチャレンジバレー構想の実現に向け、準備委員会にて議論を重ねること
ができた。 
→議論の中から、新たなチャレンジの構想として、『企業チャレンジ』が生まれ、株式会
社竹中工務店、ヤマハ発動機株式会社、NPO法人ETIC.、雲南市の４社による包括連携協
定を来年度締結予定。 
また、企業チャレンジの事務局も立ち上げ、業務委託として移住者１名、竹中工務店から
地域おこし企業人として１名が参画予定。 
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◆経済産業省社会課題解決ワークショップに参加し、株式会社竹中工務店とともに実証実
験を行い、ビジネスモデルのプロトタイプを作ることができた。 
→同じくワークショップに参加していた、塩尻市、仙台市、丸森町の行政職員とは定期的
に連絡を取り合い、今後も協働していく関係性を作ることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②中間支援の基盤作り 
◆各スタッフが現在の組織に必要な研修へ参加することができ、知見の共有ができた。 
 来年度、おっちラボとしては、コミュニティ財団の設立という、大きなチャレンジをす
る前に、スタッフそれぞれが目的意識を持ち、必要な研修に参加することができた。すぐ
に現場では活きないかもしれないが、そこで出会えた仲間や、触れた知見は今後の取り組
みに大きく貢献してくれるはずだ。 
 また、実践型インターンの研修にスタッフが参加したことにより、今までの体験型イン
ターンとしての受入から、一歩深化した関わりがインターン生とできたように思う。 
 
 
③都市部人材とのマッチング・仲間づくりの進化 
◆GCFにて資金調達に挑戦 
 挑戦の過程で、資金・寄付を集めることがどれだけ難しいことなのかを実感することが
できた。その一方で、この動きの中で今まで以上に多くの方に我々の活動について説明し、
共感を得ることもできた。また、寄付を頂戴した方とは、より深い関係性を築くことがで
き、今後のコミュニティ財団設立へも大きく背中を押してくれる結果となった。 
 
 



4. 成功したこととその要因： 
 
◆雲南ソーシャルチャレンジバレー構想が走り出したこと 
 おっちラボなど一部の関係者だけで議論をしていた、「雲南にも人材機能」が必要なの
ではないかと言う議論を、チャレンジプロジェクトチーム会議で少しずつ、行ってきたこ
とによって、それぞれのチャレンジプロジェクトの中でも、特に今まで議論してこなかっ
たプロジェクトにおいて「人材」がキーワードになってきている。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
   （参考）人材の育成・確保に向けた「子ども×若者×大人」の 6つのチャレンジプロジェクトの全体像（生態系図） 
 
例） 
プロジェクト②大学機関やNPOと連携した課題解決型人材の育成 
→大学生が雲南市でただチャレンジをして、課題解決スキルを身につけるだけでなく、そ
のチャレンジを通して、雲南市の産業の活性化にも寄与するような実践型インターンシッ
プについて関係者の士気が高まってきている。 
 
プロジェクト④産業振興センターの機能強化による新たな産業創出 
→プロジェクト②を担当していた職員が春の人事異動で、産業振興課に異動になり、事業
承継を担当しながら、兼業・複業のフィジビリにも着手したいと意欲的。 
 
 



 
 
◆私たちの組織は何をすべきかについて、じっくりと検討し話し合うことができた 
 上記のような動きや、雲南スペシャルチャレンジなど、私たちが関わる幸雲南塾以外で
も雲南市の各所で多種多様な動きが生まれてきているからこそ、私たちは何をすべきか、
何をしたいのかについてじっくりと考えることができ、そこから「意志あるお金の流れを
作り出すコミュニティ財団の設立」へと意思決定をすることができた。 
 
 
5. 失敗したこととその要因： 
 
◆幸雲南塾の塾生の想定が昨年度と異なった 
 これは失敗ではないが、予算消化しきれなかった理由としては大きい。 
 市内のチャレンジャーは多様なステータスにおり、次のフェーズに踏み出すタイミング
も人それぞれであることから、読み切れない部分が大きかった。 
 
◆パターンランゲージの活用によるコーディネーター業務の共通言語化 
 御祓川とともに進めていたものではあるが、進めていく中で、おっちラボの手を離れて
いくことになり、共通言語化までは至らなかった。その一方で、それぞれが自分に必要な
スキルの研修などに今まで以上に参加することができるようになったことは、各々のスキ
ルのセルフアセスメントができるようになってきたというところで、今後につながる兆し
が見えた。 
 
 
6. 活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案： 
 
◆おっちラボの中間支援のあり方と、CAREER FOR事業が目指す人材機能のあり方の模
索と、方向性が異なってきた 
 企業チャレンジが走り出したこと、「人材機能」について検討するチームが立ち上がり
つつあるところからも、おっちラボ主導から、別組織主導に変更するのが効果的かという
ことで、どこの団体が主導するのか、新しく立ち上げるのかの検討を続けている。 
 
◆雲南らしい人材機能のあり方とは何か 
 これは、来年度も継続して検討していく課題ではあるが、CAREER FORの他地域の動
きを見ていても１年での人材機能の将来像は大きく変わってきているように思う。その中
で、雲南市はどう、雲南市らしく作れるのかを、スピードを落としすぎず検討していきた
い。 
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特定非営利活動法人おっちラボ

１． 重要な会計方針

固定資産の減価償却の方法

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込み方式によっています。

２ 固定資産の増減内訳

（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

無形固定資産

ソフトウェア 864,000 864,000 273,600 590,400

投資その他の資産

投資有価証券 300,000 300,000 0 300,000

合計 1,164,000 1,164,000 273,600 890,400

３． 借入金の増減内訳

（単位：円）

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

0 0 0 0

0 0 0 0

４．

・ 事業費と管理費の案分方法

合計

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

按分ではなく、科目毎に個別判断をしている。

２０１８年度 計算書類の注記

（1）

（2）

科目

科目











特定非営利活動法人おっちラボ

１． 重要な会計方針

固定資産の減価償却の方法

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込み方式によっています。

２ 固定資産の増減内訳

（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

無形固定資産

ソフトウェア 864,000 864,000 446,400 417,600

投資その他の資産

投資有価証券 300,000 300,000 0 300,000

合計 1,164,000 1,164,000 446,400 717,600

３． 借入金の増減内訳

（単位：円）

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

0 0 0 0

0 0 0 0

４．

・ 事業費と管理費の案分方法

合計

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

按分ではなく、科目毎に個別判断をしている。

２０１９年度 計算書類の注記

（1）

（2）

科目

科目











特定非営利活動法人おっちラボ

１． 重要な会計方針

固定資産の減価償却の方法

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込み方式によっています。

２ 固定資産の増減内訳

（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

無形固定資産

ソフトウェア 864,000 864,000 △ 619,200 244,800

投資その他の資産

投資有価証券 300,000 300,000 0 0 0

合計 1,164,000 300,000 864,000 619,200 244,800

３． 借入金の増減内訳

（単位：円）

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

0 0 0 0

0 0 0 0

４．

・ 事業費と管理費の案分方法

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

按分ではなく、科目毎に個別判断をしている。

科目

科目

合計

２０２０年度 計算書類の注記

（1）

（2）










